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Ａ．研究目的 
 特別養護老人ホーム（以下、特養）では、要介護

度の重度化が進行し、看取りケアへのニーズは、

ますます大きくなっている。これまでの特養の看

取りケア研究では、担い手としての看護職や介護

職に着目されてきたが、本人の意思を中心とした

多職種協働ケアが求められる中、調整機能に着目

する必要がある。本研究は、特養の看取りケアの

調整機能における施設ケアマネジャーの役割を明

らかにすることを目的とした。 
 
Ｂ．研究方法 
 全国の特養全数7,765か所から、3,000か所を無

作為抽出して対象とした。施設長経由で、計画担

当介護支援専門員一人に自記式質問紙調査を依頼

し、2022年12月末に郵送で回収した。属性、所属

施設の特性、看取りケアマネジメントでの役割(ケ
アプラン変更、不安や思いを聴く、状態を説明す

る、医師への連絡など6項目)、入居者や家族との終

末期に関する対話の程度を質問した。 
（倫理面への配慮） 
研究でのデータ利用の同意が得られた回答者のみ

を対象とするなど、所属機関の倫理審査承認後、

調査を行った。 
 

Ｃ．研究結果 
（１）回答者の所属施設の属性 
 回答者の所属施設の属性については、定員数60
人以下が39.1％、81人以上が33.3％であった。開

設年は、介護保険制度以前の開設は47.2％であっ

た。施設内死亡者の対象者数に占める割合は、60％
以上が50.3％を占めた。 
 
（２）回答者の属性 
 回答者の属性については、学歴は、中・高・専門

学校卒が49.5％であった。基礎資格は、介護福祉

士が86.8％、ヘルパー・介護職員初任者研修が

22.1％、社会福祉士が18.9％であった。回答者のケ

アプラン担当件数は、50人以上80人未満が40.8％、

50人未満が37.5％であった。現在担当する入所者

の内、看取りケアの対象となっている人数は、4人
以上が32.8％であった。ケアプラン作成を専任で

担当しているのは52.2％であった。 
 
（３）看取りケアマネジメント関連業務の役割分

担 
 看取り期のケアマネジメント関連業務について、

「自分が主に担当」との回答が最も多かった項目

は、「入居者の状態の変化に応じてケアプラン変

更」で、74.7％であった。次いで、「家族の不安や
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末期に関する入居者や家族との対話実践が少ないことが示された。看取りにおけるケアマネジメン

トは多職種協働で行われており、施設内での職種間の情報収集と共有方法の質に着目した看取りケ

ア評価が必要と考える。 
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思いを聴く」が31.1％、「入居者の不安や思いを聴

く」は16.7％、「今後の状態を予測して家族に説明

する」が18.4％、「今後の状態を予測して入居者に

説明する」が14.4％、最も低かったのは「医師に連

絡し対応を相談する」で3.3％であった。 
 他の職種との分担の特徴は、「入居者の不安や

思いを聴く」のは介護職との分担が71.6％と多く、

「家族の不安や思いを聴く」のは生活相談員と

45.0％、「今後の状態を予測して入居者に説明」は

看護職と56.9％、「家族への説明」は看護職と

57.2％、「医師に連絡し対応を相談する」のは

91.8％が看護職と分担していた。 
 
（４）将来どこでどのように最期を迎えたいかの

対話経験 
 担当する入居者の内、将来どこでどのように最

期を迎えたいかについて、対話したことのある割

合をみると、入居者本人との対話は、「2割以下」

が最も多く48.8％、「全くない」を合わせると、

62.2％となった。一方、家族との対話については、

「8割以上」とした人が最も多く43.3％で、6-7割
と合わせると、52.5％となった。エンドオブライ

フの話は、入居者本人と実施するより、家族と実

施している傾向が確認された。 
 
（５）看取り期のケアマネジメントの役割分担と

対話との関連 
 看取り期のケアマネジメントの役割分担と、将

来の人生最期の過ごし方に関する対話の実施との

関連を分析した。看取り期のケアマネジメント役

割のうち、今後の状態を予測して入居者や家族に

説明することを「自分が主に担当」する人ほど、

入居者本人との将来の対話や家族との対話の割合

が有意に高くなっていた。一方、「入居者の状態

の変化に応じてケアプラン変更」を他職と分担し

ている人ほど、他の職員から聞き取る割合が有意

に高くなっていた。家族の不安や思いを聴くこと

を、自分が主に担当している人は、家族との将来

に関する対話の割合が有意に高くなり、他職員か

らの聞き取る割合が有意に低くなっていた。 
 
Ｄ．考察 
（１）特別養護老人ホームにおける看取りケアマ

ネジメントの状況 
 特養は、生活施設であり、生活者としてのケア

マネジメントが求められる。施設ケアマネジメン

トにおいては、単一の専門職が1人で作成すること

はなく、アセスメントとケアプラン作成の両方の

段階でチームアプローチが必要とされる。本研究

では、看取りケアマネジメント業務のうち、ケア

プランの変更、入居者や家族の不安の聴きとり、

状態予測と説明、医師への連絡に焦点を当て、そ

の職種間役割分担状況を確認した。 
 ケアマネジャーが、「自分が主に担当」する割

合が高かった項目は、「状態に合わせてケアプラ

ンを変更」することであった。「入居者の不安や

思いを聴く」ことは介護職と、「家族の不安や思

いを聴く」ことは生活相談員と分担する割合が高

くなっていた。状態を予測して説明することは、

入居者に対しても家族に対しても看護職と分担す

る割合が高かった。項目によって、得意とする職

種と分担しながら、ケアマネジメントを行ってい

る状況が示された。 
  
（２）将来の人生最期の過ごし方に関する対話実

践との関連 
 将来の最期の迎え方についての対話を、入居者

本人とはほとんどしておらず、「2割以下」と「全

くない」を合わせて62.2％となった。 
 「今後の状態を予測して入居者に説明する」役

割を主に担う人ほど、人生最期に関する対話を入

居者本人とする割合が高く、「家族への説明」や、

「不安や思いを聴く」役割を主に担う人ほど、人

生最期に関する対話を家族とする割合が高くなっ

ており、入居者や家族に関心を向け、関わりを持

とうとすることによって、人生最期に関する対話

の機会が増加する可能性が示唆された。認知症な

どによって対話が困難であるようにみえても、本

人の体調や関わり方に注意するなど配慮すること

によって、今後の生活に関する本人の意思を確認

することが可能な場合があり、認知機能が低下し

た人との対話の方法に関する実践知の蓄積が求め

られる。 
 
（３）看取りケアマネジメントの実践的課題 
 介護施設における看取りに必要な多職種協働が、

どのような体制で進められることが良いのか、施

設ケアマネジャーの役割は何かを明確にするため

のケアマネジメント業務の調査を蓄積する必要が

あると考える。 
 本研究は、特養の看取りケアにおけるケアマネ

ジメントの状況を、役割分担と事前対話の側面か
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ら把握したものであり、施設ケアマネジャーの看

取りへの関与を明らかにした初めてのデータであ

る点で貴重な知見である。しかしながら今回の調

査項目では、施設ケアマネジメントの全体像を十

分に把握しきれておらず、部分的な実態把握に留

まっている点が本研究の限界である。今後は、看

取りにおける施設ケアマネジメント業務を構造化

できるデータ収集が課題である。 
 
Ｅ．結論 
 特養のケアマネジャーは、看取りケアマネジメ

ントを「ケアプラン変更」以外は他職と分担する

ことが多く、他職と分担する人ほど終末期に関す

る入居者や家族との対話実践が少ないことが示さ

れた。看取りにおけるケアマネジメントは多職種

協働で行われており、施設内での職種間の情報収

集と共有方法の質に着目した看取りケア評価が必

要と考える。 
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